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ご あ い き つ

本日は、第15回定期演奏会の開催に際して、多数の方々の

ご来場をいただき、厚くお礼を申し上げます。

東京アマデウス合唱団は1980年の創立以来、モーツァル ト

を中心に置きながら、その時代周辺のパロックから古典派の

作品を取り上げ、年間ほぼ一回の割りで発表演奏活動を行っ

てまいりました。

1“7年から指導者に斎藤明生氏を迎えて、音楽創造の一点

に集中して基礎的な訓練を怠らずに、かつ理想的な演奏の実

現に向けて研額を積み重ねてまいりました。近年その成果が

現われてきたとの評もいただいておりますが、ここでようやく

スタートに辿りついたところというべきでありましょう。

行先の避か彼方を想いながら、団員―同、これからも一歩

ずつ日々の努力を惜しまぬよう心しております。今後とも、

皆様の一層のご支援を賜りますようお願い申しあげます。

昨年、私たちは初の試みとして、渋谷混声合唱団の協力を

得て合同演奏会を催し、大規模な演奏を経験いたしました。

今回は本来の姿に立ち戻りますが、ひとたびモーツァル ト

を離れて、その一時代前の音楽を代表するプクステフーデと

バッハの作品を演奏いたします。

今宵、皆様に一片の印象をお持ちいただくことができます

なら、私たちにとってこれに優る幸せはありません。

1995410月 28日

東京アマデウス合唱団

団 長  橋 本 克 久



PROGRAM &NOTES

この定期演奏会では、ブックステフーデ (D el`い lHtoiuⅢ  1607,1,,i
50)と パッ,ヽ (lomm stbぉ 1を 131,卜 118,3,11750728)の キリストの
14誕 節前後から四旬姉にかけての時期に関係のある4品 を■心に取り上げて対
比させてみることにします。 110,年 10月 アルンシュタットの新教会のオルガニ

ス トに就任してわずか二年あまりのパッバが、休瞑期限の四週間が切れるのも

忘れて約四箇月もの間‖,キ ロも離れた北 ドイツのリューベックに滞在して、
12月 ブックステフーデのレオボル ドI世の崩御とヨーゼフ I世の即位を記念し
てマリア教会で行った「タベの音楽Jに臨んだ事は、よく知られています。バ

ッバはこの時二十一オ、ブックステフーデはF.5も なく七十才になろうとしてい

ました。バッバは翌年 2月 21日 新教会の聖職会議で厳しい叱責を受け、次の年
,月 にはミュールハウゼンの聖プラジウス教会に転職してしまいました。
ブックステフーデのパッハに及ぼした影響は「 トッカータとフーガニ短調J3
WV515な どオルガン由に特に苦しいのですが、宗教声楽山の分野でも、両者の
対比はパロック音楽史上興味深い問題を提起してくれます。

D, Buxtehuile 1。 Dブ クステフーデ

Jヽミサ
Missa Brevis  BUXWV l14

この在品については、プロテスタント教会に奉職したブックステフーデの立

場から見て真正が疑う説が有り、グロープの音楽辞典もそれを注記しています。
しかし、もしブックステフーデの4で あるとすれば、彼の唯―の旧い様式によ
る珍しい作品と云えます。彼の自作を一応認めるとすれば、シェッツの教えを

受けたヨハン タイレとの交友関係に注目されます。 ミサのスタイルが、シュ
ッツが「教会音楽の理想Jと して教えたパレストリーナを学んでいるからです。
作品はツプラノが二部に分かれる五声で歌われ、途中微妙な転調で音色を変
えて見せる点などにタイレの影響が環れています。Co「

`で
はテ■ス トの内容

や論理よりは表現性が優先され、l se:o“ ms Fi以下に展開される半昔階モ
チーフ、Cri“ ■せs teや 8 oiを の大lgな 表現が注意を引きます。

カンタータ P女等の言葉も
》Alles′ .● as ibr tut mit WOrten

しくは行いをもて為す全てをJ
order mit Werken≪  BUXルマヽ/4

第二楽章と最終楽章で歌われるコンチェル ト (器楽と合唱が共演するアンサ

ンフル)の歌詞がコロサイ書 3117の ルター.Rを そのままテ■ス トにして居
り、この聖書箇所がイエスの公現の祝日 (1月 0日 )の 第五日曜日に読まれた事
から、その日曜日のためのカンタータであるとする説が一般的ですが、7F品の

規模から何かの大きな祝祭のためが、「タベの音楽Jの ために書かれたという
考え方も出ています。

導入の第一楽章は所謂バロック ソナタで、発達したものではなく、アダー
ジョからプレストに転ずるだけのカンツォーナ風の簡素なものですが、プレス

ト部分の3/1拍子の舞山風のリズムが聴き手の好みをそそります。第二楽章の
コンチェル トは北 ドイツで広く行われていた様式で、合唱もリズミカルに展開

します。ここで上記の聖書がイェスの御名による神への服従を呼びかけたあと、

冒頭葉章のソナタがもう一度繰り返され、第四楽章では信徒の堅信の応答がア

リア (有節形式で反復される歌山)と して合唱によって三姉に分けて歌われま
す。この歌詞は17世紀のもの (4詞者未詳)と 云われます。器楽がリトルネル
ロを線り返 します。第五楽章で、′ヾスがアリオー /(ア リア風のレチタティー
ボ)と して聖書詩編 37:4を 引きながら、堅肩を告白する魂に神が再び呼び
かけるように歌うと、第六章でツプラフのソロがその御声に深く個人的に応答

するように神に対する全き信頼と服従を告白し、合唱がこれに和して神の召命

に応えようとする意志を表明します。このソロ及び合唱の歌うコラールは、ゲ

オルグ・ ニーゲ″祠の聖歌‐1ls m`1ぃ leri2,s CI。 lⅢ 'の 第 6姉 と第 7節 を
引いています。終楽章でコロサイ書 3117が 繰り返されます。

カンタータ「命の君、イエス・キリストの君よ」
)Du LebensfiiisL H€rr Jesu Christ" BLIXVW 22



この作品は、復活祭後 (0口 後に行われるキリスト昇天の祝口のためのカンタータて

あるとする点で諸説一致して居り、確かに冒頭合唱は
'u tthel,iFist H,ri j`刊C hi,t 

“

i`し い,t=ui Ⅲlo●■。1::1‖ 1■
`|《
天にあげられ給いし命の君、イェ

ス`キ リス トの君よ》と歌います。だが、この作品の主要内容は、よみがえられて死
に打ち勝たれたキリストに、迫り来る死の恐怖を逃れて永遠のパラダイスを求めよう

とする人間の叫びです。一般のキリスト昇天の祝日に歌われるコラールに比べて、迫

力に満ちたものに成っています。謂わば、プロテスタント版 le Dttmと 云うところで

しょうか。

導入はヴィヴァーチェで演奏されるバロッタ・ ソナタで始まり、激しさを伴った固

く刻むようなリズムで進行します。続いて合唱が歌い出すキリス トの昇天を讃える言

葉は、昇天を語る前半が上昇音型でコラール風に歌われ、後半は再びソナタのリズム

に戻って、しかもここでは激しさを抑えてキリストの勝和1を讚えようとする心を歌い

ます。この基本リズムは戦いと勝和1を象徴するのでしょう。改めてツプラノとアル ト
のデュエットが賛美を高らかに歌い納めます。するとリトルネルロが奏てられ、パス

のソロが勝沐1者の凱旋を描き出します。■ |,`せ ol“ 1《喜びの声をあげ》のところは

スキップを踏むように歌われます。次にアルト、テノール、バスの二重唱がきわめて

詩的な表現で、死の不安に怯えながら、信仰に救いを求めようとする心を歌います。

ここでまたリトルネルロがあり、リズムが変わって、冒頭で歌ったコラール旋律に戻

り、自分を迎えるキリストの来臨を待望する祈りを合唱が歌い、1 :11:で終わります。

モテット「かかる厚き御意のすべてをほめたたえ」
"All Solch deul Ctt wII PIeiSen“

  Bの(aVv 3

キリス トの割ネLの滉日 (1月 1日 )の ための五声のモチットで、紛失した或る大き
な作品の最後の部分と考えられています。ポール エーバー在の新年コラール H:I
m′ Ool卜 G,に ,“ wlの 最後の節を改作したものです。
ヴァイオリンによる導入のあと

'ィ
オローネが四小節の主題を先ず提示し、合唱も

パスが主題を歌います。やがで、ツプラノがこれを承けて歌節の前半を歌い終わると、

拍子は1/4か ら3/2に 変わり、歌飾の後半

“

t uns:1 li`l chl∫ liit以 下)が新
年を迎える喜びを表わすように舞曲風に飾られ、祈りの部分の後半 (11`niヽ :110は
次第に高潮するように歌われる。最後は1/1に 戻り、速めのテンポで華麗なシャコン

ヌ風の |■ t,で終わります。

休 憩

l. S. Bach 2. ISノ ッヾノヽ

カンタータ182番 「天の王君、ようこそ」
"HunlnelskOnモレsei Winkommen“  BWV 182
バッハはヴァイマール時代に201Lほ どのカンタータを作山しましたが、宮廷ォルガ
ニストから楽師長に昇進した 711年、四週 l■3毎 にカンタータを作曲する義務を送行す
るため作った最初の作品がこの山て、3月 2,日 横の主日 (キ リス トのエルサレム入城
を覚える日)に城内礼拝堂で初演されました。 1121年 3月 25日 にはライブチヒで聖マ
リア御告げの祝日にこの曲が再び取上げられました。

導入はプックステフーデの作品と同様バロック ソナタて始まり、独奏プロックフ
レーテとヴァイオリンがヴィオラ、通奏低寄のビッチカー トに乗って、 卜長調ですが
哀愁をたたえた付点リズムの旋律でキリス トの人城を描き出します。この付点リズム

は十字架へ向かうキリストの歩みを象徴するモチーフです。続く冒頭合唱は、キリス

トの入場を迎える大衆の歓呼と重ねて、キリス トを迎える魂の声をグ・ カーボで繰り

返しながらカノン風に表易します。歌詞の中の「シオンと成し給え」は自分を神の神

殿とする事で、第一コリント,16～ 17に 基づいています。すると、バスがレチタティ
ーボでルター訳の聖,か ら詩編1,“ ～レの部分を借りて、キリス トを迎える魂の服
従の告白をします。続くアリアは、イエスが栄光の御座から降りられて、この世のた

めに替わって犠牲と成り、血を流された強い奨を設えます。ここてアル トがアリアを

歌い、キリストを信じる魂に献身を呼び掛けます。これに対してテノールが信仰の勝

利の冠と綜口の葉 (勝利の象徴)を望みつつ、十字架の道を進むイエスに自分を伴い
給えと歌います。このアリアは特に表現豊かに歌われます。第七楽章のコラールは、
シュトックマン作のコラール

"sl"l11,`,1,`1`で
の第3,姉から弓用し、各パー

トが旋篠を模倣し合いながら歌い、やがてソプラノがそれを引き伸ばした長い音符で

歌い始めると他のパートがそのカウンター的な役き1を演じてこれを,立てます。終曲
合18で は、器楽の奏てるリトルネルロに導かれ、またこれを換みながら、工君イエス

に随い喜びのエルサレムヘ向かう魂達の意志が表現されます。
     ■ココロヨ



EFRP

7/●

^

テノー″  ,原宏  片岡繁  中屋哲夫 松平新太郎
●沢琢磨 吉口英人

ベーズ  柿沼哲  苦原定三 野口願 橋本克久

L

相沢姜佐 甘粕利校 石橋
=須
校 伊藤正子 大崎己美代

加藤尚子 曰府口文子 重泉秀子 菅原芳子 武丼佳代子
辻敏子  野田妙子  平野玲子 宮崎米子 山中ゆりか

に澤 /′レ
斎藤 明生    東京芸術大学卒業 同大学院修7.芸大定期演奏会のブラ

ームス「ドイツ レクイエムJで ソリス トに進ばれた他 在
学中よリベー トーウェン「交智由第九番Jや多くの宗教青
楽のソリス トを務める。92年には独ライブチヒ聖 トーマス

教会においてH」 ロッチュ指揮によるカンタータ礼拝式に

ソリス トとして出演した.また在学中より在籍している芸
大バッハカンタータクラブでは多年にわたり演奏委員長を

務める.声楽を岳藤豪● R フィッシャー Phフ イッテ
ンロッハー 宇口川真夫に 宗教音楽を小林道夫 岳藤豪
希の各氏に師事。現在宗教音楽研究会合唱団 渋谷混声合
唱団指揮者.87年から当合唱回の指導に当っている。

ノプラノ

高橋 節子    東京芸術大学者楽学部声楽科卒彙 同大学院修7.在学中
に芸大バッハカンタータクラブに在籍.芸大定期演奏会に
おいてハイドン r天地鬱勘 にソリス トとして出濱する他、

多くの宗教由のソリス トを務める。92年バッハアカデミー

(■ )に参加 H リリング指,の演奏会にソリス トとして
出演.03年日演連新人権薦洟奏会 (オt幌 )に出演.98～ 04

年口燎日―タリー財団奨学生として 独フライブルクに留
学.藤田道子 戸口敏子、,原直子 E“ マイヤーオルバ
ースレーベンの各氏に師事.

カウンターテオー

米 良 美―    洗足学国大学卒業.同|1寛俊 榜沢涼子 平松英子 宇田

"貞
失 ‖Vエグモントの各氏に師事。滝晨太郎書楽祭西
日本高等学校独唱コンクール第 3位及び朝日新聞41賞受質
94年第 8回古楽コンクールく山梨>に おいて最高位。

'せて 栃木「蔵の街J音楽祭受賞 同音楽祭においてソロ
リサイタルを務める.また 日本歌由を三宅春恵氏に飾事
05年第 6回奏楽蒙 日本歌由コンクールで第 3位。同年 5
月セシルレコードよりCD「アリアンナの嘆きJを リリー
スする。現在はパッハ コレギウム ジャバンを中心にソ
リストとして各地で活腱中.

テノール

中鴫 俊 夫    東京芸術大学青榮学部声楽F4卒業 同大学院
=楽
研究科を

修7.イ タリアのマチェラータ大学に留学.故柴日睦陸
吉同嵌 木

"1田

減 Rossana Bert niの各氏に師事.

グループ「レ カマラードJの メンバーとして定期的にコ
ンサートを行う一方  「メサイヤJな ど宗教由のソロも務
めている.

カ レヽ ラ

水野 克 彦   東京芸術大学卒業.ピアノを滝崎麟代子 クラリネットを
千葉国夫 室内楽を細野孝興の各氏に師事.オルガンの手
ほどきを今丼奈綺子民に受ける.オルガン通奏低書のほか
合唱指導 ピアノ伴奏 作薗と幅広く活動.二度のオルガ
ンリサイタルのほか 東京大学教姜学部オルガン演奏会 フ

ランス文学会オルガン演奏会 ドイツ文学会オルガン演奏
会等に出済.=荷谷キリス ト教会オルガニス ト.日 本オル
ガニス ト協会会員.日 本オルガン研究会会員。

東京 ア マデ ウス ア ンサ ンプル

海保あけみ (V■)大 田也寸子 (Vn)深沢美奈(Va)
幡谷久仁子(Vい 牧野ルル子 (VC) 口邊朋美 (Cb)

古澤薇 (Rec)

東京アマデウス合唱団

ノノラ′  浦
"腱
子  大久保ルミ子 加藤多恵子  桑島 加代子

斎藤千壼  佐藤裕子   鈴木豪々子  辻村願子
寺田姜穂子 永瀬久子   村松あおい 言口弘姜



1981 Febuary Mo2art:RЁ QU[EM
1981 Novembef HandO[:mESS[HA
1982 November Fau` :RЁ QU[EM

l翻露駆R鍵1朧鎌I田〕擢fSMESSE
19“ Oelober  Bach :KANTATE Nrlo6
198C Oclober  M● zart:GROSSE MESSE
1987 0clober  Sch● セ :im瑯却じx"EEXEUN
1900 0ocember Mo2art:VESPERAE
1989 November Mo2art:RЁ QUIEM
1991 Febttary  M02art:L[TANIAE
1991 November Mo2art:DOMINI● uS MESSE
1992 Nov  Charpentler:‖ :SS=0こ

"NU「

POuR NOtL
1990 November Mo7art:MISSA BREV:S
1994 November Mo2art:RЁ Oυ lEM`。前∞

“
匈

1995 C c ober  each :KANTATE Nr182










